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られた。ピス (β オキシエチ lレ)テレフタレートの自己縮合においてもほぼ l が得られた。乙れらの
値は反応温度はほとんど依存しない D フタノレ酸類ジメチノレエステ lレとエチレングリコーノレとのエステ

































2200 C,__250 0 C において行なわれている。テレフタル酸のほかにイソフタノレ酸，アジピン酸について
も比較検討し，平衡値は 1 前後，反応熱はいずれも土 1 Kcal/mol 程度であることを明らかにしてい
る。第 6 報は二塩基酸とグリコール類一般のエステノレが反応速度に関するもので，上記と同様に密閉
系の反応の解析を行ない，触媒存在下，非存在下における反応速度恒数，反応次数を求めている。
その他反応系の誘電酸性質の変化，水の存在の影響，エチレングリコーノレの関係したエステル交換反
応，エステノレ化反応で起る副反応としてヒドロキシエチノレ基の熱分解によるカルボキシノレ基の生成，
アセトアノレデヒドの生成について明らかにし，また考慮が払われている。
以上須本君の論文は，高分子合成にとり重要なポリエステノレ生成に関し，重要な知見を加えたもの
で縮合重合反応の知見に寄与すると乙ろが大きい。同君の副論文ポリアミドに関する研究など 11篇が
あり，論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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